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は
じ
め
に

　

各
種
の
史
料
に
取
り
組
む
な
か
で
、
金
銭
や
物
価
に
関
す
る
記
事
に
出
く
わ
す
こ

と
が
あ
る
。当
該
の
記
事
を
、授
業
や
講
演
で
取
り
上
げ
る
と
き
に
は
、「
○
貫
」「
○

文
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
た
そ
の
金
額
が
、
今
日
の
い
か
ほ
ど
に
相
当
す
る
の
か
を
説

明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
金
額
を
今
日
の
そ
れ
に
換
算
す
る
目

安
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
示
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
時
代

に
よ
っ
て
、
ま
た
地
域
に
よ
っ
て
、
事
情
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
想
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
、
普
遍
的
な
目
安
な
ど
示
し
得
な
い
と
言
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
で

あ
る
。
以
下
に
お
い
て
筆
者
が
述
べ
る
こ
と
も
、
豊
臣
期
の
西
日
本
に
お
け
る
、
と

い
う
限
定
つ
き
で
理
解
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
あ
っ
て

も
、
目
安
が
ま
っ
た
く
な
い
よ
り
は
便
利
だ
ろ
う
し
、
今
後
の
議
論
の
呼
び
水
に
な

る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
認
識
か
ら
、
本
稿
の
執
筆
を
思
い
立
っ
た

次
第
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
豊
臣
期
の
研
究
者
に
は
よ
く
知
ら
れ
た
史
料
と
し
て
、「
大
和
田
重

清
日
記
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
ま
さ
に
金
銭
や
物
価
に
関
す
る
記
事

が
、
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
を
材
料
と
し
て
、
金
額
換
算
の

た
め
の
目
安
を
提
案
し
て
み
た
い
。

　

記
主
の
大
和
田
重
清
は
、
文
禄
年
間
（
一
五
九
〇
年
代
）、
常
陸
の
大
名
・
佐
竹

義
宣
に
仕
え
た
人
物
で
あ
る
。
金
銭
や
物
価
の
ほ
か
に
も
、
多
彩
な
記
事
を
残
し
て

お
り
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
印
象
と
し
て
は
、
大
和
田
は
義
宣
の
比
較
的
近

く
に
あ
っ
て
、
主
人
ま
た
は
主
家
の
た
め
に
、
庶
務
を
処
理
す
る
仕
事
を
し
て
い
た

よ
う
だ
。

　
「
日
記
」
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
文
禄
の
役
」

で
あ
る
。
全
国
の
大
名
が
動
員
さ
れ
る
な
か
、
義
宣
と
佐
竹
軍
も
、
文
禄
元
（
一
五

九
二
）
年
四
月
ご
ろ
か
ら
肥
前
名
護
屋
に
滞
在
し
て
、
朝
鮮
に
渡
る
準
備
を
進
め
た
。

し
か
し
、
翌
年
八
月
、
名
護
屋
の
陣
は
解
散
と
な
り
、
義
宣
ら
は
関
門
海
峡
を
渡
っ

て
本
州
へ
、
山
陽
道
を
通
っ
て
大
坂
・
京
都
へ
、
さ
ら
に
中
山
道
を
通
っ
て
北
関
東

に
至
り
、
閏
九
月
に
常
陸
に
帰
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。「
日
記
」
は
、
名
護
屋
に

滞
在
中
の
場
面
か
ら
は
じ
ま
り
、
帰
路
の
模
様
を
克
明
に
記
し
た
の
ち
、
常
陸
に
帰

着
後
の
日
々
に
及
ん
で
い
る
。

　

こ
の
史
料
は
、
原
本
が
佐
竹
家
に
伝
わ
り
、
明
治
時
代
の
史
料
調
査
の
過
程
で
、

写
本
が
作
成
さ
れ
た
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
）。
そ
の
後
、
小
葉
田
淳
氏
の

注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
に
「
文
禄
年
間
の
一
中

流
武
士
の
日
録
」
と
し
て
そ
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
（『
神
田
博
士
還
暦
記
念
書
誌
学

論
集
』所
収
）、つ
い
で「
大
和
田
近
江
重
清
日
記
」と
し
て
翻
刻
が
発
表
さ
れ
た（「
日

本
史
研
究
」
四
四
号
以
下
に
連
載
、
一
九
五
九
年
）
こ
と
で
、
学
界
に
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
年
に
お
い
て
は
、『
高
根
沢
町
史
』
の
翻
刻
が
あ
り
（
同
町

研
究
報
告豊

臣
期
の
「
一
文
」
の
価
値
に
つ
い
て
―
―
大
和
田
重
清
日
記
か
ら

鴨　
　

川　
　

達　
　

夫
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史
史
料
編
Ⅰ
所
収
、
一
九
九
五
年
）、
ま
た
、
佐
々
木
倫
朗
氏
の
論
文
「
佐
竹
氏
の

朝
鮮
渡
海
」（
宇
高
良
哲
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
歴
史
と
仏
教
』
所
収
、
二
〇
一

二
年
）
は
、
本
史
料
の
記
事
を
活
用
し
た
研
究
の
一
例
で
あ
る
。
た
だ
し
、
両
者
の

解
題
や
注
記
に
は
、
原
本
の
近
況
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
ず
、
前
者
は
史
料
編
纂

所
架
蔵
の
写
本
を
、
後
者
は
小
葉
田
氏
に
よ
る
翻
刻
を
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
利
用
し

た
と
い
う
（
ち
な
み
に
、
千
秋
文
庫
所
蔵
の
「
大
和
田
近
江
日
記
」
は
、
体
裁
や
文

字
づ
か
い
が
小
葉
田
氏
の
紹
介
し
た
も
の
と
は
異
な
り
、
こ
れ
は
原
本
で
は
な
い
）。

　

な
お
、
本
史
料
は
、
九
州
史
料
叢
書
『
近
世
初
頭
九
州
紀
行
記
集
』（
九
州
史
料

刊
行
会
編
、
一
九
六
七
年
）
に
も
、
翻
刻
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
た
だ
し
帰
路
の
部

分
の
み
）。
小
葉
田
氏
の
翻
刻
と
同
書
の
翻
刻
を
比
べ
て
み
る
と
、
読
み
方
の
異
な

る
部
分
が
少
な
か
ら
ず
発
見
さ
れ
る
。
な
か
に
は
『
紀
行
記
集
』
の
読
み
方
の
方
が

う
な
ず
け
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
（
た
と
え
ば
、
八
月
二
十
七
日
条
の
小
葉
田
「
細
」
と

紀
行
記
集
「
網
」、
九
月
四
日
条
の
小
葉
田
「
御
簾
川
」
と
紀
行
記
集
「
か
は
へ
川
」）。

　

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
小
葉
田
氏
の
翻
刻
、『
紀
行
記
集
』

の
翻
刻
、
お
よ
び
史
料
編
纂
所
の
写
本
に
、
等
し
く
目
を
向
け
る
こ
と
に
し
た
。
読

み
方
に
異
同
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
場
面
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
、
よ
り
適
当
と
思
わ

れ
る
読
み
方
を
柔
軟
に
選
び
、
こ
れ
を
も
っ
て
テ
キ
ス
ト
を
組
み
立
て
る
つ
も
り
で

あ
る
。
読
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
得
た
い
。

一

　

冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
本
稿
の
ね
ら
い
は
、「
大
和
田
重
清
日
記
」
の
記
事
を
材

料
と
し
て
、
史
料
上
に
あ
ら
わ
れ
る
金
額
が
、
今
日
の
い
か
ほ
ど
に
相
当
す
る
の
か
、

換
算
の
た
め
の
目
安
を
提
案
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、「
日
記
」

の
記
事
に
取
り
組
む
前
提
と
し
て
、
ま
ず
は
「
目
安
を
作
る
た
め
の
目
安
」
を
示
し

て
お
き
た
い
。

　

取
り
上
げ
る
史
料
は
、「
妙
心
寺
領
竿
打
之
帳
」（『
大
日
本
史
料
』
第
十
一
編
之

二
十
三
所
収
、
引
用
部
分
は
二
八
四
頁
お
よ
び
二
九
一
頁
）
で
あ
る
。
天
正
十
三
（
一

五
八
五
）
年
、
京
都
の
妙
心
寺
が
、
豊
臣
秀
吉
や
、
秀
吉
の
も
と
で
京
都
の
行
政
を

担
当
し
た
前
田
玄
以
な
ど
の
要
人
た
ち
に
、
各
種
の
付
け
届
け
を
展
開
し
た
際
の
帳

簿
で
あ
る
。
購
入
し
た
物
品
の
名
前
・
数
量
と
、
そ
れ
に
か
か
っ
た
費
用
が
、
数
多

く
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

　
　

六
百
文	

蜜
柑
三
百

　
　

百
六
拾
壱
文	

饅
頭
卅

　

つ
ま
り
、
当
時
の
京
都
に
お
い
て
、「
蜜
柑
」
は
ひ
と
つ
二
文
、「
饅
頭
」
は
ひ
と

つ
五
文
あ
ま
り
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
ほ
か
に
、「
餅
」
が
ひ
と
つ
五
文
、

と
い
う
例
も
あ
る
＝
二
八
七
頁
）。
こ
の
「
蜜
柑
」
や
「
饅
頭
」
が
、
ど
の
よ
う
な

姿
か
た
ち
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
わ
れ
わ

れ
が
思
い
浮
か
べ
る
「
み
か
ん
」
や
「
ま
ん
じ
ゅ
う
」
と
は
、
か
な
り
違
う
の
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
目
安
を
作
る
作
業
で
あ
る
か
ら
、
細
か
い
こ
と
に
は
立
ち
入
ら
ず
、

大
雑
把
に
考
え
を
進
め
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
要
人
へ
の
付
け

届
け
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
ら
は
、
安
物
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
例
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
当
時
の
一
文
は
今
日
の
一
円
に
相
当

す
る
と
、
ひ
と
ま
ず
仮
定
し
て
み
た
い
。
す
る
と
、
み
か
ん
は
ひ
と
つ
二
円
、
ま
ん

じ
ゅ
う
は
ひ
と
つ
五
円
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の

生
活
感
覚
に
合
致
し
な
い
。
安
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
「
安
物
で
は
な
か
っ

た
」
と
す
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
一
文
＝
一
〇
〇
円
の
レ
ー
ト
に
、
切
り
替
え
て
み
よ
う
。
す
る
と
、
み

か
ん
は
ひ
と
つ
二
〇
〇
円
、
ま
ん
じ
ゅ
う
は
ひ
と
つ
五
〇
〇
円
に
な
る
。
こ
れ
で
は

高
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
あ
い
だ
を
と
っ
て
、
一
文
＝
一
〇
円
と
し
た
い
。
こ
の
レ
ー

ト
な
ら
、
み
か
ん
は
ひ
と
つ
二
〇
円
、
ま
ん
じ
ゅ
う
は
ひ
と
つ
五
〇
円
で
あ
る
。
い
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か
が
だ
ろ
う
か
。
こ
の
、
一
文
＝
一
〇
円
と
い
う
レ
ー
ト
を
、
と
り
あ
え
ず
、「
目

安
を
作
る
た
め
の
目
安
」
と
し
て
示
し
て
お
き
た
い
。

二

　
「
目
安
の
た
め
の
目
安
」
を
念
頭
に
置
い
て
、
い
よ
い
よ
、「
日
記
」
の
記
事
に
取

り
組
む
こ
と
に
す
る
。
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、「
日
記
」
は
九
州
か
ら
関
東
に
至

る
移
動
（
文
禄
二
年
八
月
～
閏
九
月
）
の
記
録
を
含
ん
で
お
り
、
こ
の
部
分
は
旅
行

記
と
し
て
た
い
へ
ん
興
味
深
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
旅
行
記
の
な
か
か
ら
、
名
護
屋

～
京
都
間
に
お
け
る
各
種
の
出
費
の
記
事
を
抜
き
出
し
て
み
た
。
な
お
、
＊
を
付
し

た
例
で
は
、
銀
で
支
払
い
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
旅
行
記
に
は
銀
と
銭
を
交
換
す

る
場
面
が
何
度
か
あ
り
（
九
月
六
日
条
な
ど
）、
換
算
比
率
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

の
で（
お
お
む
ね
銀
一
匁
＝
銭
一
〇
〇
文
）、そ
れ
に
よ
っ
て
換
算
し
て
示
し
て
い
る
。

八
月
十
八
日	

　
　

三
九
文	

雑
用

八
月
十
九
日	

　

一
六
〇
文
＊	

雨
合
羽
の
表
地

八
月
十
九
日	

　
　

四
〇
文
＊	

ヂ
ヤ
ウ
二
つ

八
月
十
九
日	

　
　

五
七
文	

雑
用

八
月
二
十
日	

　
　

七
六
文	

雑
用

八
月
二
十
一
日	

　
　

三
六
文	

御
徒
衆
六
人
へ
め
し

八
月
二
十
一
日	

　
　

四
八
文	

雑
用

八
月
二
十
一
日	

一
〇
〇
〇
文
＊	

御
乗
懸
の
鞍

八
月
二
十
二
日	

　

四
〇
〇
文
＊	

四
反
帆
の
船

八
月
二
十
二
日	

　

一
五
〇
文
＊	

豊
後
絞
一
反

八
月
二
十
二
日	

　

一
〇
八
文	

雑
用
（
同
僚
三
人
へ
の
振
舞
を
含
む
）

八
月
二
十
四
日	

　

一
〇
〇
文	

雑
用

八
月
二
十
五
日	

　
　

四
八
文	

雑
用

八
月
二
十
六
日	

　
　

七
八
文	

雑
用

八
月
二
十
七
日	

　
　

四
七
文	

雑
用

八
月
二
十
八
日	

　

一
六
七
文	

雑
用

八
月
二
十
九
日	

　

一
四
三
文	

雑
用

八
月
二
十
九
日	

　

一
〇
〇
文
＊	

関
戸
の
船
賃

九
月
一
日	

　
　

四
八
文	

雑
用

九
月
二
日	

　
　

八
九
文	

雑
用

九
月
三
日	

　
　

六
七
文	

雑
用

九
月
四
日	

　
　

六
八
文	

駄
賃
九
里

九
月
四
日	

　
　

一
三
文	

初
穂
（
吉
備
津
神
社
）

九
月
四
日	

　
　
　

三
文	

牛
玉
宝
印

九
月
四
日	

　
　
　

三
文	

初
穂
（
吉
備
津
神
社
御
釜
殿
）

九
月
四
日	

　

一
六
六
文	

雑
用
（
駄
賃
を
含
む
）

九
月
五
日	

　
　

二
八
文	

駄
賃
三
里
半

九
月
五
日	

　

一
〇
五
文	

雑
用

九
月
六
日	

　

一
二
〇
文	

雑
用
（
駄
賃
を
含
む
）

九
月
七
日	

　

一
四
八
文	

雑
用
（
駄
賃
を
含
む
）

九
月
八
日	

　

一
二
六
文	

雑
用
（
駄
賃
を
含
む
）

九
月
十
一
日	

　

二
七
五
文	

六
人
・
馬
の
宿
泊
費
、
お
よ
び
雑
用

九
月
十
一
日	

　
　

九
三
文	

馬
の
回
送
、
お
よ
び
駄
賃
（
大
坂
―
京
都
）

九
月
十
一
日	

　
　

一
〇
文	

右
に
つ
き
使
用
人
に
手
当

九
月
十
一
日	

　
　

一
〇
文	

駄
賃
（
大
坂
―
堺
）

九
月
十
三
日	

　

一
一
五
文
＊	

食
事
代
（
宿
舎
に
お
け
る
）

九
月
十
三
日	
　

一
三
五
文
＊	

食
事
代
（
同
右
、
の
べ
一
二
食
）

九
月
十
四
日	
　

三
〇
〇
文
＊	

黒
茶
碗

九
月
十
四
日	
　
　

一
〇
文	

駄
賃
（
堺
―
「
大
坂
」）
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九
月
十
四
日	

　
　
　

八
文	

駄
賃
（「
大
坂
」
―
京
橋
）

九
月
十
四
日	

　
　

一
九
文	

食
事
代
（
朝
食
、
四
人
分
）

九
月
十
四
日	

　

一
〇
〇
文	

駄
賃
（「
大
坂
」
―
東
寺
、
昼
食
を
含
む
）

九
月
十
五
日	
　
　

七
三
文	

雑
用

九
月
十
五
日	
　

一
〇
九
文	

前
日
ま
で
の
雑
用

九
月
十
五
日　
　

二
〇
〇
〇
〇
文
＊	

御
鼓
の
皮
の
買
い
付
け

九
月
十
五
日	

　

二
五
〇
文
＊	

下
緒
、
半
下
緒

九
月
十
五
日	

　

二
五
〇
文	

雑
用

　

こ
の
よ
う
に
、
毎
日
こ
ま
め
に
雑
用
（
雑
費
）
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の

旅
行
記
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
冒
頭
の
三
日
（
八
月
十
八
日
～
二
十

日
）
に
つ
い
て
、
一
文
＝
一
〇
円
と
い
う
レ
ー
ト
を
当
て
は
め
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
三
九
〇
円
、
五
七
〇
円
、
七
六
〇
円
と
な
る
。
一
日
の
雑
費
と
し
て
、
い
か
に
も

あ
り
そ
う
な
数
字
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
次
の
日
（
二
十
一
日
）
の
、
義
宣
の
お
供
の
者
六
人
に
食
事
を
さ

せ
た
ケ
ー
ス
で
は
、
一
人
前
の
値
段
は
六
文
、
し
た
が
っ
て
、
一
食
が
わ
ず
か
六
〇

円
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
翌
日
（
二
十
二
日
）
に
つ
い
て
も
、
通
常
の
雑
費
が
五

七
文
（
上
記
十
八
日
～
二
十
日
の
平
均
）
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
同
僚
三
人
へ

の
振
舞
（
大
和
田
自
身
の
分
も
含
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
）
に
か
か
っ
た
の
は
五
一
文

で
あ
る
か
ら
、
一
人
前
の
値
段
は
お
よ
そ
一
三
文
、
一
食
が
一
三
〇
円
ほ
ど
で
あ
っ

た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
ほ
か
、
九
月
十
一
日
の
宿
泊
費
も
、
単
純
に
割
り

算
を
す
れ
ば
、
一
人
あ
た
り
お
よ
そ
四
五
文
、
つ
ま
り
一
泊
が
四
五
〇
円
で
し
か
な

か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
い
や
、
本
来
な
ら
馬
の
宿
泊
費
や
こ
の
日
の
雑
費
を
引
き
、

そ
の
上
で
割
り
算
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
省
い
て
い
る
の
だ
か

ら
、
実
際
の
値
段
は
四
五
〇
円
よ
り
さ
ら
に
低
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

今
日
の
生
活
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、
あ
ま
り
に
も
安
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
一

文
＝
一
〇
円
と
い
う
レ
ー
ト
は
、
も
う
少
し
切
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
一
文
＝
一
〇
〇
円
で
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
八
月
二
十
八
日
・
二
十

九
日
の
雑
費
が
一
万
円
を
は
る
か
に
超
え
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
ま
た
現
実
的
で
あ

る
と
は
い
え
な
い
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
あ
い
だ
を
と
っ
て
、
一
文
＝
五
〇
円
で
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
の
レ
ー
ト
を
、
上
記
の
諸
例
に
当
て
は
め
る
と
、
毎
日
か
な
り

の
雑
費
を
支
出
し
て
い
た
こ
と
に
は
な
る
が
、
食
事
代
な
ど
は
今
日
の
生
活
感
覚
に

近
く
、
宿
泊
費
は
ま
だ
安
す
ぎ
る
感
が
あ
る
も
の
の
、
か
な
り
現
実
味
が
出
て
く
る

よ
う
に
思
う
。
ち
な
み
に
、
ま
だ
触
れ
て
い
な
い
例
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
九

月
十
三
日
の
宿
舎
で
の
食
事
は
、
一
人
前
の
値
段
が
一
一
文
あ
ま
り
、
換
算
す
れ
ば

五
六
〇
円
あ
ま
り
と
な
る
。
ま
た
、
十
四
日
の
朝
食
は
、
一
人
前
の
値
段
が
五
文
弱
、

換
算
す
れ
ば
お
よ
そ
二
四
〇
円
と
な
る
が
、
朝
の
軽
い
食
事
で
あ
れ
ば
、
こ
の
程
度

の
値
段
も
十
分
に
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
前
項
で
取
り
上
げ
た
み
か
ん
と
ま

ん
じ
ゅ
う
は
、
前
者
が
ひ
と
つ
一
〇
〇
円
、
後
者
は
ひ
と
つ
二
五
〇
円
と
な
り
、
や

は
り
安
物
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
よ
う
だ
。

　

以
上
の
検
討
を
ふ
ま
え
て
、
筆
者
と
し
て
は
、
一
文
＝
五
〇
円
と
い
う
レ
ー
ト
を
、

換
算
の
目
安
と
し
て
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
大
和
田
の
出
費
の
検
討

を
、
も
う
少
し
続
け
て
み
た
い
。
こ
こ
ま
で
は
、
作
業
の
都
合
上
、
値
段
の
感
覚
を

つ
か
み
や
す
い
例
に
絞
っ
て
、
検
討
を
行
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
も
し
一
文
＝
五

〇
円
と
い
う
目
安
に
、
一
定
の
賛
同
が
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
非
日
常

的
な
経
費
や
、
高
級
品
の
購
入
な
ど
に
も
、
当
て
は
め
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
八
月
二
十
一
日
、
義
宣
が
使
う
た
め
に
購
入
し
た
鞍
は
一
〇
〇
〇
文
、

換
算
す
れ
ば
五
万
円
と
な
る
。翌
日（
二
十
二
日
）、関
門
海
峡
を
渡
る
に
あ
た
っ
て
、

小
型
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
費
用
は
二
万
円
で
あ
っ
た
。
同
じ
日
、

お
そ
ら
く
国
も
と
へ
の
土
産
と
し
て
、「
豊
後
絞
」
と
呼
ば
れ
る
染
物
を
購
入
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
七
五
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。
上
方
に
入
っ
て
か
ら
は
、
高
級
品
の
買

い
入
れ
が
相
次
ぎ
、
九
月
十
四
日
、
堺
に
滞
在
し
て
い
る
あ
い
だ
に
購
入
し
た
茶
碗
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は
、
一
万
五
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
十
五
日
に
京
都
で
購
入
し
た
、
刀
を
腰

か
ら
下
げ
る
た
め
の
緒
は
、
一
万
二
五
〇
〇
円
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
じ
く
十
五
日

に
買
い
入
れ
た
、
義
宣
所
用
の
鼓
に
張
る
皮
に
至
っ
て
は
、
じ
つ
に
一
〇
〇
万
円
も

か
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
ま
っ
た
く
あ
り
得
な
い
値
段
で
あ
る
と
は
思
わ
れ

ず
、
染
物
・
茶
碗
・
下
緒
と
い
っ
た
、
自
身
の
た
め
の
買
い
物
が
、
ど
れ
も
一
万
円

前
後
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
親
近
感
を
覚
え
る
読
者
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
文
＝
五
〇
円
と
い
う
目
安
が
、
十
分
に
「
使
え
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら

た
め
て
確
認
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

　

な
お
、
念
の
た
め
繰
り
返
し
て
お
く
が
、
以
上
の
記
述
は
、
も
っ
ぱ
ら
名
護
屋
～

京
都
間
に
お
け
る
出
費
の
記
事
に
取
り
組
ん
だ
結
果
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
文
＝
五

〇
円
と
い
う
目
安
は
、
西
日
本
に
つ
い
て
の
み
有
効
で
あ
る
。
当
時
、
東
日
本
に
お

け
る
銭
貨
の
あ
り
方
は
、
西
日
本
の
場
合
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
つ

い
て
は
、
ま
さ
に
こ
の
大
和
田
の
旅
行
記
に
、
明
確
な
証
言
が
残
っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
閏
九
月
二
日
、
信
濃
か
ら
碓
氷
峠
を
下
り
関
東
に
入
っ
た
場
面
で
、

　
　

松
井
田
ヨ
リ
永
楽

　

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
上
野
の
松
井
田
か
ら
、
そ
れ
ま
で
と
は
違
う
世
界
に

入
り
、
永
楽
銭
を
主
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
し

か
に
、
信
濃
の
下
諏
訪
で
は
、
大
和
田
一
行
の
旅
籠
代
―
―
宿
泊
費
は
一
〇
四
文
で

あ
っ
た
（
九
月
二
十
九
日
条
）
の
に
対
し
、
松
井
田
で
は
、
ほ
ぼ
半
額
の
五
三
文
に

な
っ
て
い
る
。「
松
井
田
ヨ
リ
永
楽
」
だ
と
い
う
の
だ
か
ら
、
松
井
田
の
旅
籠
代
は
、

永
楽
銭
で
支
払
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
永
楽
銭
に
は
、
そ
れ
ま
で
使
っ
て
き

た
銭
貨
（
鐚
銭
）
の
、
ほ
ぼ
二
倍
の
価
値
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
道
中

で
、「
六
文
」
を
支
払
う
に
あ
た
っ
て
、「
ビ
タ
十
二
文
ニ
」
細
か
く
し
て
渡
す
場
面

が
あ
る
（
閏
九
月
三
日
条
）
こ
と
か
ら
も
、
同
じ
結
論
が
得
ら
れ
る
。
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
一
文
＝
五
〇
円
と
い
う
目
安
は
、
東
日
本
に
つ
い
て
は
、
一
文
＝
一
〇
〇
円

に
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三

　

前
項
で
は
、
道
中
に
お
け
る
出
費
の
記
事
を
ふ
ま
え
て
、
一
文
＝
五
〇
円
と
い
う

目
安
を
導
い
た
。
本
項
で
は
、
こ
の
目
安
を
、
少
し
違
っ
た
場
面
に
適
用
し
て
み
た

い
。

　

大
和
田
は
、
九
月
十
五
日
、
京
都
に
お
い
て
、

　
　

七
月
卅
日
分
ノ
御
扶
持
方
、
六
七
五
十
八
日
分
ノ
馬
ノ
大
豆
ノ
分
ニ
、
銀
十
五
匁

　

を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
七
月
の
三
〇
日
分
の
扶
持
と
、
六
月
・
七
月
の
五
八
日
分

（
付
記
１
）
の
大
豆
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ま
だ
名
護
屋
に
滞
在
し
て

い
た
六
月
十
四
日
に
は
、

　
　

御
ふ
ち
方
、
六
月
二
日
よ
り
晦
日
迄
、
壱
石
五
斗
四
升

　

を
「
請
取
」
っ
て
い
る
。
行
動
中
の
出
先
で
の
支
給
で
あ
り
、「
馬
ノ
大
豆
」
と

い
う
言
葉
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
ら
は
食
料
・
飼
料
、
ま
た
は
そ
の

代
銭
を
内
容
と
す
る
、「
行
動
手
当
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
九
月
十
五
日
の
「
銀
十
五
匁
」
は
、
前
項
で
触
れ
た
比
率
に
よ
っ
て

換
算
す
れ
ば
、
一
五
〇
〇
文
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
六
月
分
の
「
馬
ノ
大
豆
」
相
当
額

を
引
き
、
そ
れ
を
七
月
の
「
卅
日
」
で
割
っ
た
も
の
が
、
一
日
あ
た
り
の
手
当
―
―

日
当
の
金
額
で
あ
る
。
し
か
し
、
六
月
分
の
大
豆
の
金
額
を
知
る
す
べ
は
な
い
の
で
、

正
確
さ
を
欠
く
（
少
し
高
額
に
な
る
）
こ
と
は
承
知
の
上
で
、
一
五
〇
〇
文
を
三
〇
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日
で
割
っ
て
し
ま
え
ば
、
日
当
は
五
〇
文
で
あ
っ
た
こ
と
な
る
。
こ
れ
に
、
目
安
の

一
文
＝
五
〇
円
を
当
て
は
め
る
と
、
大
和
田
ク
ラ
ス
の
武
士
た
ち
は
、
日
当
二
五
〇

〇
円
で
、
日
々
の
行
動
を
ま
か
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

ち
な
み
に
、
六
月
十
四
日
の
場
合
は
、「
二
日
よ
り
晦
日
迄
」
の
二
八
日
（
付
記

１
の
通
り
、
晦
日
は
二
十
九
日
）
に
対
し
て
、
受
け
取
っ
た
の
が
「
壱
石
五
斗
四
升
」

で
あ
る
か
ら
、
日
当
は
五
升
五
合
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
扶
持
だ
け
で
あ
り
、

大
豆
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
京
都
で
は
銀
で
支
給
さ
れ
た
も
の
が
、
名
護
屋

で
は
米
で
支
給
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
、
支
給
の
原
資
を
調
達
す
る
に
あ

た
っ
て
、
商
業
都
市
の
京
都
（
金
銀
の
流
通
が
さ
か
ん
）
で
は
銀
の
方
が
、
軍
事
都

市
の
名
護
屋
（
兵
糧
米
の
集
積
が
あ
る
）
で
は
米
の
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
容
易
に
ア
プ

ロ
ー
チ
で
き
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
六
月
分
の
扶
持
こ
そ
六
月
の
う
ち
に
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
七

月
分
の
扶
持
は
九
月
中
旬
に
な
っ
て
か
ら
の
支
給
で
あ
り
、
八
月
分
は
な
お
未
払
い

で
あ
る
。
大
豆
に
至
っ
て
は
、
六
月
分
が
七
月
分
と
合
わ
せ
て
九
月
中
旬
に
支
給
さ

れ
、
八
月
分
は
こ
れ
ま
た
未
払
い
で
あ
る
。
名
護
屋
滞
在
の
末
期
か
ら
帰
国
の
道
中

に
か
け
て
、
佐
竹
軍
の
財
務
状
況
は
、
良
好
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
手
当
は
、
受
給
者
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
収
入
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
家
計
の
基
盤
と
な
る
収
入
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
自
身
の
所
領
か
ら
の
「
上
が
り
」
こ
そ
が
、
家
計
の
基
盤
と
な
る
収
入
で
あ
り
、

手
当
は
あ
く
ま
で
も
付
加
的
な
収
入
に
過
ぎ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。し
か
し
、「
自

身
の
所
領
」
と
は
い
っ
て
も
、
も
と
を
た
だ
せ
ば
、
そ
れ
は
主
人
か
ら
充
行
わ
れ
た

（
ま
た
は
安
堵
さ
れ
た
）
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
か
ら
の
収
入
は
、
こ

れ
も
主
人
が
支
給
し
て
い
る
の
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
手
当
と
の
違
い
が
際
立
つ
よ
う

に
、
現
代
語
で
表
現
す
る
な
ら
、
所
領
か
ら
の
収
入
は
「
本
俸
」
で
あ
ろ
う
か
。
こ

こ
で
は
、
豊
臣
秀
吉
と
そ
の
配
下
の
場
合
を
例
に
と
っ
て
、
手
当
と
本
俸
に
つ
い
て

若
干
の
考
察
を
し
て
み
た
い
。

　

天
正
十
四
年
正
月
四
日
、
秀
吉
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
に
よ
っ
て
、
有
馬
則
頼
へ

の
扶
持
の
引
き
渡
し
を
指
示
し
た（『
大
日
本
史
料
』第
十
一
編
之
二
十
八
、同
日
条
）。

　
　

�

有
馬
中
務
入
道
扶
持
方
、
弐
百
参
人
八
木
参
拾
六
石
五
斗
四
升
、
但
卅
日
分
、

可
相
渡
候
也
、

　
「
八
木
」
と
あ
る
か
ら
、
現
物
の
米
が
引
き
渡
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
分
量
は
「
参

拾
六
石
」
あ
ま
り
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
弐
百
参
人
」
の
「
卅
日
分
」
で
あ
る
か
ら
、

一
人
の
一
日
分
は
六
合
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
二
日
前
に
は
、
氏
家
某
の
率
い
る
「
千

参
百
人
」
の
「
卅
日
分
」
と
し
て
、「
弐
百
参
拾
四
石
」
の
引
き
渡
し
が
指
示
さ
れ

て
お
り
（
同
書
、
正
月
二
日
条
）、
こ
こ
で
も
一
人
の
一
日
分
は
六
合
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
例
で
は
、
引
き
渡
す
米
に
つ
い
て
、「
兵
粮
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
有
馬
に
引
き
渡
す
扶
持
も
そ
れ
と
同
じ
、
つ
ま
り
、
食
料

と
し
て
支
給
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
前
出
の
大
和
田
の
例
で
も
、
扶
持
と
い
う
言
葉
を

食
料
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
、「
行
動
手
当
」
と
い
う
表
現
も
採
用
し
た
。

　

さ
て
、
こ
こ
に
出
て
き
た
米
の
分
量
（
石
高
）
を
、
本
稿
と
し
て
は
、
銭
の
分
量

（
貫
高
）
に
変
換
し
た
い
。
石
高
と
貫
高
の
換
算
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
ま
た
、
普

遍
的
な
目
安
な
ど
あ
り
得
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
西
日
本
の
一
部

で
は
、
一
石
＝
一
貫
の
レ
ー
ト
に
よ
る
換
算
（「
石
貫
」
制
）
が
行
な
わ
れ
た
事
実

が
あ
り
（『
国
史
大
辞
典
』「
貫
高
」
の
項
）、
な
お
か
つ
、
本
稿
で
は
大
雑
把
に
考

え
を
進
め
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
の
レ
ー
ト
を
採

り
入
れ
る
こ
と
に
す
る
。

　

一
石
＝
一
貫
で
あ
れ
ば
、
一
合
＝
一
文
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
秀
吉
が
支
給
す
る

扶
持
は
、
一
人
の
一
日
分
が
六
文
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
有
馬
の
場
合
、
お
よ
そ

二
〇
〇
人
を
動
か
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
有
馬
に
対
す
る
一
日
分
、
つ
ま
り
、
有
馬

の
日
当
は
、
一
二
〇
〇
文
と
な
る
。
大
和
田
の
例
で
は
、
日
当
は
五
〇
文
で
あ
っ
た
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が
、
大
和
田
一
行
は
、
一
〇
人
程
度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
（
付
記
２
）
か
ら
、
こ
の
違

い
は
当
然
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
五
〇
文
を
一
〇
人
で
割
れ
ば
五
文
と
な
り
、
秀
吉
の

支
給
す
る
六
文
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
、
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
付
記
３
）。

こ
の
、
五
～
六
文
と
い
う
相
場
に
、
目
安
の
一
文
＝
五
〇
円
を
当
て
は
め
る
と
、
二

五
〇
円
～
三
〇
〇
円
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
和
田
の
よ
う
に
一
〇

人
の
集
団
の
長
で
あ
れ
ば
、
既
述
の
通
り
お
よ
そ
二
五
〇
〇
円
の
日
当
、
有
馬
の
よ

う
に
二
〇
〇
人
の
集
団
の
長
で
あ
れ
ば
、
お
よ
そ
五
万
円
の
日
当
で
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。
月
額
に
直
せ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
七
万
五
〇
〇
〇
円
、
一
五
〇
万
円
の
手
当
で
あ

る
。
当
時
の
武
士
た
ち
は
、
本
俸
の
ほ
か
に
、
こ
の
ぐ
ら
い
の
付
加
的
な
収
入
を
得

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
本
俸
の
大
き
さ
は
、
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
天
正
十

四
年
正
月
十
八
日
、
溝
江
長
澄
は
、
秀
吉
か
ら
、
次
の
よ
う
な
文
書
を
与
え
ら
れ
た

（『
大
日
本
史
料
』
第
十
一
編
之
二
十
八
、
同
日
条
）
こ
れ
に
よ
っ
て
、
溝
江
の
所

領
の
大
き
さ
を
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

�

越
前
国
金
津
本
知
之
内
千
石
、
同
府
中
近
辺
千
五
百
石
、
并
於
上
方
千
石
、
都

合
参
千
五
百
石
事
、
令
扶
助
訖
、

　

総
計
の
「
参
千
五
百
石
」
と
い
う
数
字
は
、
こ
れ
ら
の
所
領
が
「
年
間
三
五
〇
〇

石
相
当
の
価
値
（
米
麦
な
ど
）
を
生
む
」
こ
と
の
表
示
で
あ
る
と
、
理
解
す
れ
ば
よ

い
だ
ろ
う
か
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
溝
江
は
、
三
五
〇
〇
石
の
「
年
俸
」
を
、
支
給

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
数
字
に
、
一
石
＝
一
貫
の
レ
ー
ト
を
適
用
す
れ

ば
、
溝
江
の
年
俸
は
、
三
五
〇
〇
貫
＝
三
五
〇
万
文
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
目

安
の
一
文
＝
五
〇
円
を
当
て
は
め
る
と
、
溝
江
の
年
俸
は
一
億
七
五
〇
〇
万
円
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
今
日
の
富
裕
層
に
は
、
年
俸
（
ま
た
は
年
収
）
が
こ
の
ぐ
ら

い
で
あ
る
人
や
、
こ
れ
以
上
で
あ
る
人
が
、
お
そ
ら
く
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
納

得
で
き
る
結
果
が
出
た
よ
う
に
思
う
。

　

ち
な
み
に
、
前
出
の
有
馬
は
、
天
正
十
三
年
九
月
十
六
日
の
時
点
で
、
秀
吉
か
ら

与
え
ら
れ
た
所
領
の
総
計
が
四
五
五
〇
石
で
あ
っ
た
（『
大
日
本
史
料
』
第
十
一
編

之
二
十
、同
日
条
）。つ
ま
り
、有
馬
と
溝
江
は
、ほ
ぼ
同
格
で
あ
っ
た
と
い
え
る（
有

馬
の
年
俸
は
二
億
二
七
五
〇
万
円
）。
秀
吉
の
中
堅
ど
こ
ろ
の
配
下
は
、
二
億
円
前

後
の
年
俸
を
支
給
さ
れ
、
行
動
の
際
に
は
月
額
一
〇
〇
万
円
単
位
の
手
当
を
付
加
さ

れ
た
、
と
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
大
和
田
に
つ
い
て
は
、
文
禄
四
年
七
月
十
六
日
の
時
点
で
、
そ
の
所
領
は

二
〇
〇
石
の
規
模
で
あ
っ
た
よ
う
だ
（『
茨
城
県
史
料
』
中
世
編
Ⅴ
、
一
六
一
頁
）。

換
算
し
て
み
る
と（
東
日
本
向
け
の
目
安
を
適
用
）、こ
れ
は
二
〇
〇
〇
万
円
と
な
り
、

有
馬
や
溝
江
と
は
か
な
り
格
が
違
う
。
し
か
し
、
今
日
の
通
常
の
金
銭
感
覚
か
ら
す

れ
ば
、
こ
れ
で
も
十
分
に
立
派
な
年
俸
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

付
記
１　

�

次
に
示
す
例
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
六
月
二
日
を
初
日
と
し
て
数
え

れ
ば
、
た
し
か
に
こ
の
日
数
に
な
る
。
こ
の
年
の
六
月
は
、
二
十
九
日

が
晦
日
で
あ
る
。

　

付
記
２　

�

た
と
え
ば
、
前
項
で
触
れ
た
、
閏
九
月
二
日
、
松
井
田
の
旅
籠
の
場
面

で
は
、「
九
人
」
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
配
下
の
者
に
別
行
動
を
さ
せ

る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
総
人
数
を
正
確
に
数
え
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。

　

付
記
３　

�

た
だ
し
、
大
和
田
の
例
で
は
、
扶
持
と
大
豆
を
合
わ
せ
て
日
当
と
し
た

の
に
対
し
、
有
馬
の
例
で
は
、
大
豆
等
の
飼
料
に
つ
い
て
、
明
確
な
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
一
文
＝
五
〇
円
と
い
う
目
安
を
提
案
し
、
こ
れ
を
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
に
当
て
は
め
る
こ
と
を
試
み
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
で
あ
る
か
ら
、
念
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頭
に
置
い
て
い
た
の
は
も
っ
ぱ
ら
銭
で
あ
っ
た
が
、
大
和
田
が
銀
を
用
い
た
こ
と
に

も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
銀
と
銭
の
交
換
比
率
は
銀
一
匁
＝
銭
一
〇
〇
文
で
あ
っ
た

と
し
た
。
つ
ま
り
、
一
匁
の
重
さ
の
銀
塊
に
は
、
五
〇
〇
〇
円
の
価
値
が
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
大
和
田
が
さ
ら
に
金
も
用
い
た
こ
と
を
示
し
、
そ
の
価
値

に
も
言
及
し
て
、
本
稿
の
結
び
に
代
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

大
和
田
の
旅
行
記
に
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
金
に
か
か
わ
る
記

事
が
見
ら
れ
る
（
九
月
二
十
一
日
条
）。

　
　

金
拾
三
匁
三
分
、
宗
意
憑
両
ニ
替
ル
、
此
銀
百
十
弐
匁
七
分
ア
リ

　

一
三
・
三
匁
の
重
さ
の
金
塊
を
、
宗
意
と
い
う
人
物
に
依
頼
し
て
、
銀
に
替
え
て

い
る
の
で
あ
る
。
得
ら
れ
た
一
一
二
・
七
匁
の
銀
を
、
さ
ら
に
銭
に
替
え
る
と
す
れ

ば
、
一
万
一
二
七
〇
文
と
な
る
。
五
六
万
三
五
〇
〇
円
で
あ
る
。
一
匁
あ
た
り
の
数

字
は
、
四
万
二
〇
〇
〇
円
あ
ま
り
に
な
る
。
銀
は
一
匁
＝
五
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
か

ら
、
金
に
は
銀
の
八
倍
あ
ま
り
の
価
値
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
大
和
田

の
出
費
に
お
い
て
は
、す
で
に
示
し
た
通
り
、銭
に
よ
る
支
払
い
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
大
和
田
は
、
手
持
ち
の
（
ま
た
は
調
達
し
た
）
金
を
銀
に
替
え
、
ま

た
銀
を
銭
に
替
え
、
そ
の
銭
に
よ
っ
て
日
々
の
行
動
を
ま
か
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
金
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
も
あ
る
（
九
月
二
十
日
条
）。

　
　

五
両
ノ
金
、
藤
九
憑
テ
、
切
分
色
ヲ
付
ル

　
「
匁
」
と
い
う
重
さ
の
単
位
で
は
な
く
、「
両
」
と
い
う
単
位
が
使
わ
れ
て
い
る
か

ら
、
こ
れ
は
金
塊
で
は
な
く
、「
五
枚
の
金
貨
」
な
の
で
あ
ろ
う
。「
切
分
色
ヲ
付
ル
」

は
、
切
れ
分
に
色
を
付
け
る
、
と
読
み
た
い
。
国
語
辞
典
を
開
く
と
、
次
の
よ
う
な

言
葉
が
示
さ
れ
て
い
る
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。

　
　

�

き
れ
き
ん【
切
金
】　

金
貨
の
う
ち
、表
面
が
切
り
裂
け
て
い
る
も
の
。疵
金（
き

ず
き
ん
）
同
様
一
般
に
き
ら
わ
れ
―
―
た

　

こ
れ
を
ふ
ま
え
る
と
、
大
和
田
は
、
藤
九
と
い
う
人
物
に
依
頼
し
て
、
五
枚
の
金

貨
の
う
ち
、
使
い
込
ま
れ
て
切
れ
目
の
で
き
た
分
（
切
れ
分
）
に
、
金
色
の
塗
料
（
金

粉
を
溶
い
た
も
の
だ
ろ
う
か
）
を
付
け
て
、
補
修
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
、
手
持
ち
の
金
貨
の
価
値
を
、
落
と
さ
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
努
力
も
し
な
が
ら
、
大
和
田
は
旅
行
を
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。




